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5001：津波浸水履歴情報の整備
5002：活断層データベースの整備
5003：地質調査に基づく火山活動履歴調査とデータベース整備
5004：海溝型巨大地震の履歴とメカニズム解明
5005：地震時変位量に基づく連動型古地震像復元手法の研究
5006：火山性流体と噴出物の解析に基づく噴火推移過程のモデル化
5007：地下水・地殻変動観測による地震予測精度の向上
5008：高分解能地殻応力場の解明と造構造場の研究
5009：アジア太平洋地域地震・火山ハザード情報整備

「災害の軽減に貢献するための地震火山観測研究計画」
平成27年度成果概要

産業技術総合研究所
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5001: 津波浸水履歴情報の整備
津波堆積物データベースを2014年よりweb公開

H27年度成果

石巻平野、福島県北部沿岸、
青森県北東部沿岸の地質柱
状図を整備

本DBで得られる情報
・産総研による津波堆積物調査の
地点
・各地点の地質柱状図（整備が完
了した地域のみ）
・津波浸水シミュレーション結果
（整備が完了した地域のみ）
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5002：活断層データベースの整備

活断層データベースの検索画面

H27年度成果

活動セグメント位置・形状，パラメータの
見直し（文科省委託調査等の成果，地
震本部「九州地域の活断層の評価」等
による）

・新規追加：28活動セグメント

・位置形状の変更：37活動セグメント

本DBで得られる情報
・日本全国の活断層（活動セグメント）の分
布とそのパラメータ
・日本の活断層に関係する文献の書誌
データ
・文献から採録された、調査地点ごとの調
査結果データ
・地下数十キロメートルまでの地下構造
データ
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5003:地質調査に基づく火山活動履歴調査とデータベース整備

火山地質図整備済（１9火山）
火山地質図調査中（3火山)

1/5万図幅整備済(18火山)

1/5万図幅調査中

GSJにおける活火山
の地質図整備状況

●監視・観測体制の充実が必要な活火山（47火
山）に重点を置き、地質図整備を進めている。
●H27年度は、富士山地域の地質図を解説書付き
でとりまとめ、印刷中とした。

また、八丈島及び恵山で火山地質図作成のため
の噴火履歴調査を引き続き実施し、御嶽火山では
調査を開始した。

印刷中

(1980年以降に整備)

印刷中
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5004：海溝型巨大地震の履歴とメカニズム解明
千島・日本海溝

相模トラフ 南海トラフ

貞観の津波堆積物
西暦915年 十和田火山灰

2011年の津波堆積物

泥炭

享徳の津波

I II III
IV

ボーリング地点

H25，H26調査

H27調査および
既存コア解析

房総半島千倉での海岸
段丘の離水年代再評価
を行った結果，従来の
元禄型地震の年代が新
しくなる可能性（東大と
の共同研究）

小森原図

詳細DEMによる千倉の地形陰影図

地形地質断面

仙台平野で発見された869年貞観地震と
2011年東北の地震の間にある津波堆積物は，
1454年享徳地震と推定．浸水域は貞観と同
等の断層モデルで説明可能

駿河湾奥，紀伊半島南部，四国南部
の各沿岸で採取されたボーリングコ
ア試料の解析を実施．富士川河口で
は1854年安政東海地震の隆起痕跡
調査を実施

推定津波浸水域計算に用いた
断層モデル

Sawai et al. (2015)

富士川河口でのGPR探査

高知県南国市の地質試料

H27年度成果
千島・日本海溝、相模トラフ、南
海トラフそれぞれの地域において、
津波堆積物、隆起痕跡等の調査
を行った。
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5005：地震時変位量に基づく連動型古地震像復元手法の研究

H27年度成果

2014年長野県北部の地
震（Mj6.7）に伴う緊急調
査の成果をとりまとめた。

その結果、2014年地震に
先行するイベントが西暦
1714年小谷地震に対比
され、最近の地震発生が
時間予測モデルで説明可
能であることが明らかに
なった。
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5006:火山性流体と噴出物の解析に基づく噴火推移過程のモデル
化

無人ヘリ：東大地震研と共同研究

有人セスナ桜島火山ガス組成の把握
火山ガス低放出率期には組成が変化
→脱ガス圧力の増加？ 口永良部島：噴火前後での火山ガス組成の変化

CO2/SO2比は噴火以前と変化なし→脱ガス条件一定？
SO2/H2S比は2014年噴火後に増加、それ以降単調減少
（2015年噴火の影響は見られない）

航空機を用いたMulti-GAS繰り返し測定による火山ガス組成変化の把握

高SO2放出率：噴火頻度も高い 低SO2放出率

噴火活動を繰り返す火山では、山頂部への接近が消えんであるた
め今までは、火山ガス組成観測がほとんど行われていない。

本研究ではセスナ機および無人ヘリを用いた噴煙観測を繰り返し
行うことにより、桜島や口永良部島の噴火の消長に伴う火山ガス組
成の変化を把握することに成功した。
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2015/5/7 -10

黒色は産総研、青色は防災科研Hi-net 、緑色は気象庁の観測点

5007：地下水・地殻変動観測による地震予測精度の向上

産総研・気象庁・防災科研データによる短期的SSE推定結果の一例

H27年度成果

2014 年11 月～2015 年10 
月に発生した28個の短期的
SSEの断層モデルを決定し
た （落・他,2015,  2016）
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5008：高分解能地殻応力場の解明と造構造場の研究

・非常に複雑な分布を示す一方、数10kmほど
の空間範囲では類似
・応力方位が急激に変化する場所の多くは地
質構造線と一致

H27年度成果
・応力テンソルインバージョンにより関東地域の応
力方位（SHmax）と応力場タイプを推定した。

・応力情報、地下構造等を含めた3次元描画の検
討を開始した。

関東地域の25km以浅の応力図 3次元描画の検討


